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紹
しょう

介
かい

しています。このページを使
つか

って、自
じ

分
ぶん

の国
くに

のお弁
べん

当
とう

の習
しゅう

慣
かん

などに

ついて話
はな

したり、日
に

本
ほん

の“キャラ弁
べん

”について取
と

り上
あ

げてもおもしろいか

もしれません。

▽目
もく
的
てき
にあわせて使

つか
える音

おん
声
せい
教
きょう
材
ざい

本
ほん

書
しょ

には＜かつどう＞と＜りかい＞両
りょう

編
へん

合
あ

わせて520もの音
おん

声
せい

ファイ

ルがあります※。また、音
おん

声
せい

ファイルは同
おな

じスクリプトでBGM（背
はい

景
けい

音
おん

楽
がく

）のありなしが選
えら

べます。例
たと

えば、会
かい

話
わ

場
ば

面
めん

の雰
ふん

囲
い

気
き

をつかんだりリ

ラックスして聞
き

きたい時
とき

はBGMあり、人
じん

物
ぶつ

の声
こえ

と表
ひょう

現
げん

に集
しゅう

中
ちゅう

したいとき

やシャドーイングをするときはBGMなしというように、目
もく

的
てき

にあわせて

効
こう

果
か

的
てき

に使
つか

い分
わ

けることができます。

日
に

本
ほん

語
ご

によるコミュニケーションを身
み

につけるための教
おし

え方
かた

／学
まな

び方
かた

のポイントとして、音
おん

声
せい

の扱
あつか

い方
かた

もいろいろ試
ため

してみてはどうでしょうか。

※『 ま る ご と 日
に

本
ほん

の こ と ば と 文
ぶん

化
か

』 公
こう

式
しき

ポ ー タ ル ペ ー ジ（http://

marugoto.org/）から無
む

料
りょう

でダウンロードできます。音
おん

声
せい

の他
ほか

、教
きょう

師
し

用
よう

リ

ソースも提
てい

供
きょう

されています。

ＪＦ日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

育
い く

スタンダード準
じゅん

拠
き ょ

の日
に

本
ほ ん

語
ご

コースブック

『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

 初
しょ

級
きゅう

１A2』＜かつどう＞＜りかい＞

編
へん

著
ちょ

者
しゃ

 ：独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

　来
き

嶋
じま

洋
ひろ

美
み

、柴
しば

原
はら

智
とも

代
よ

、八
はっ

田
た

直
なお

美
み

、今
いま

井
い

寿
ひさ

枝
え

、木
き

谷
たに

直
なお

之
ゆき

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：三
さん

修
しゅう

社
しゃ

（http://www.sanshusha.co.jp/）

発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：＜かつどう＞＜りかい＞ 2014 年
ねん

6 月
がつ

　
ISBN：＜かつどう＞ 978-4-384-05754-6 C0081、＜りかい＞ 978-4-384-05755-3 C0081
判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

・定
てい

価
か

：＜かつどう＞ A4 判
ばん

   184 頁
ページ

　1,944 円
えん

（税込） 、＜りかい＞ A4 判
ばん

   204 頁
ページ

　2,052 円
えん

（税込） 

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2014 年 7 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：来
き

嶋
じま

  洋
ひろ

美
み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

本
ほん

書
しょ

は「相
そう

互
ご

理
り

解
かい

のための日
に

本
ほん

語
ご

」をコンセプトに開
かい

発
はつ

された『まる

ごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

 入
にゅう

門
もん

 A1』（2013年
ねん

10月
がつ

刊
かん

行
こう

）に続
つづ

くシリーズ

教
きょう

材
ざい

です。JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダードのA2とは、あまり複
ふく

雑
ざつ

でない日
に

本
ほん

語
ご

で日
にち

常
じょう

的
てき

なコミュニケーションができるレベルです。

▽さまざまなトピック

本
ほん

書
しょ

は入
にゅう

門
もん

A1と同
どう

様
よう

、成
せい

人
じん

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が日
に

本
ほん

語
ご

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を楽
たの

しく学
まな

べる

内
ない

容
よう

になっています。例
たと

えば、トピック「きせつと天
てん

気
き

」「私
わたし

の町
まち

」では、

日
に

本
ほん

の四
し

季
き

の変
へん

化
か

や東
とう

京
きょう

の観
かん

光
こう

スポットが写
しゃ

真
しん

やイラストとともに紹
しょう

介
かい

されています。また「私
わたし

とかぞく」「外
がい

国
こく

語
ご

と外
がい

国
こく

文
ぶん

化
か

」「そとで食
た

べる」

では、様
さまざ々ま

な国
くに

の言
げん

語
ご

や文
ぶん

化
か

が関
かん

係
けい

し合
あ

う日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を背
はい

景
けい

にした会
かい

話
わ

を

学
まな

びます。「出
しゅっ

張
ちょう

」「けんこう」なども成
せい

人
じん

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

や社
しゃ

会
かい

人
じん

の関
かん

心
しん

をよぶ

ところでしょう。

＜かつどう＞と＜りかい＞のトピック（両
りょう

編
へん

共
きょう

通
つう

）は次
つぎ

の通
とお

りです。

１私
わたし

とかぞく

２きせつと天
てん

気
き

３私
わたし

の町
まち

４出
で

かける

５外
がい

国
こく

語
ご

と外
がい

国
こく

文
ぶん

化
か

６そとで食
た

べる

７出
しゅっ

張
ちょう

８けんこう

９お祝
いわ

い

▽＜かつどう＞＜りかい＞の使
つか
い分

わ
け

＜かつどう＞は日
に

本
ほん

語
ご

を聞
き

き話
はな

すという技
ぎ

能
のう

中
ちゅう

心
しん

の本
ほん

、＜りかい＞は

文
ぶん

型
けい

・文
ぶん

法
ぽう

等
とう

の言
げん

語
ご

項
こう

目
もく

の学
がく

習
しゅう

が中
ちゅう

心
しん

になっています。両
りょう

編
へん

はトピック

と場
ば

面
めん

が共
きょう

通
つう

なので、学
がく

習
しゅう

ニーズや学
がく

習
しゅう

環
かん

境
きょう

によって単
たん

独
どく

使
し

用
よう

も併
へい

用
よう

も

可
か

能
のう

です。入
にゅう

門
もん

A1からの継
けい

続
ぞく

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のほかに、＜かつどう＞は、話
はな

すこと

が苦
にが

手
て

な既
き

習
しゅう

者
しゃ

が会
かい

話
わ

力
りょく

をつけるために利
り

用
よう

することもできるでしょう。

＜りかい＞は文
ぶん

型
けい

・文
ぶん

法
ぽう

練
れん

習
しゅう

をトピック・場
ば

面
めん

で文
ぶん

脈
みゃく

化
か

し、音
おん

声
せい

も利
り

用
よう

する新
あたら

しい方
ほう

法
ほう

をとります。日
に

本
ほん

語
ご

の文
ぶん

法
ぽう

・文
ぶん

型
けい

が苦
にが

手
て

な学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が復
ふく

習
しゅう

に使
つか

ってみることもできそうです。

▽「生
せい
活
かつ
と文

ぶん
化
か
」で話

わ
題
だい
の豊

ほう
富
ふ
な授

じゅ
業
ぎょう
に

＜かつどう＞の各
かく

トピックの最
さい

後
ご

には、トピックに関
かん

係
けい

のある日
に

本
ほん

事
じ

情
じょう

や文
ぶん

化
か

の話
わ

題
だい

を取
と

り上
あ

げた「生
せい

活
かつ

と文
ぶん

化
か

」があります。例
たと

えばトピッ

ク「そとで食
た

べる」では、色
いろい々ろ

な場
ば

面
めん

で日
に

本
ほん

人
じん

が食
た

べるお弁
べん

当
とう

について


